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研究成果の概要（和文）：第一に、隣接する研究領域にも視野を拡げ、スポーツと多様性に関する国際的な研究
動向とその特徴をとらえた。第二に、グローバル化が著しい社会の中のスポーツの実態について、地域開発、ス
ポーツ参加、障害、ジェンダー、ナショナリズムなどの観点から調査を行い、スポーツへのアクセスの格差など
の問題が存在していることをとらえるとともに、スポーツの実践を通した、違いを超えて多様性を追求し、承認
する動きがあることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Firstly, we broadened our perspective to adjacent research areas and 
captured international research trends and characteristics of sport and diversity.
Secondly, with regard to the actual situation of sport in a globalizing society, research is 
conducted from the perspective of regional development, disability, gender, nationalism, etc. In 
addition to capturing things, we clarified that there is a movement to pursue and approve diversity 
beyond differences through the practice of sport.

研究分野： スポーツ社会学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
スポーツと多様性を中心的テーマとする研究は日本では本格的に展開されておらず、本研究は先駆的な取り組み
であった。グローバル化が進展する社会の新たな枠組みが国際的に提示されていることに呼応して、社会の中で
の格差や差別の解消、さまざまに異なるバックグラウンドをもつもの同士の対話などの活動を社会的に促進して
いく上でスポーツが果たしうる役割について、実証的に明らかにし、さらなる活動の展開の手がかりとして提示
することができた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
グローバル化による社会的、経済的、政治的な変容が顕著となる中、ナショナリズムの高揚

と衝突、ジェンダー、人種／民族、障害等による差別など、社会の不安定化を示す事態が顕在
化してきている。その対応策のキーワードとして多様性（diversity）を掲げる議論が国際的に
起こっているが、スポーツ研究においても、社会の不安定化に対応する上でスポーツが果たす
役割の可能性を追求した研究が展開してきた。 
研究代表者は、1990 年代後半以降、「グローバル化する社会とスポーツ」をテーマとして、

科研費による共同研究や編著書『越境するスポーツ－グローバリゼーションとローカリティ』
（創文企画、2006 年）の公刊等を進めてきた。そうした研究の蓄積を元に、グローバル化がい
っそう進行し、新たな問題が現出している現状に関して、多様性という新たな価値基準の視点
から分析することが、これまでの研究の蓄積の継承的発展となるととらえた。 
 
２．研究の目的 
グローバル化が進展する中で社会の不安定化を示す事態が顕在化している現状があり、その

是正、緩和の有効な手立てとしてスポーツに注目が集まっている状況に鑑みて、本研究におけ
る目的として以下のものを設定した。 
(1)グローバル化する社会におけるスポーツと多様性をめぐる国際的な研究動向を把握する。 
(2)社会の不安定化の実態、それに対するスポーツを通した是正、緩和に向けた取り組みの状況
を把握する。 
(3)グローバル化、および、スポーツと多様性の視点から、日本におけるスポーツ事象の実態を
把握する。 
 
３．研究の方法 
(1)理論研究として、国内外のスポーツと多様性に関する、公刊された著作、論文や学会報告等
を検討し、特徴を捉える。 
(2)多様なアプローチと視座をもって実態調査を行う。調査を進める際、研究組織を構成するメ
ンバー個々のフィールド調査の蓄積、および国内外の研究者とのネットワークを活用して効率
的に進めていく。 
(3)各地域の図書館等に収蔵されている関連文書、関連団体の所蔵資料、および、行政資料等を
収集し、検討する。 
(4)研究をより構造的に把握し発展させるために、研究代表者と研究分担者以外での、関連する
領域の研究者との研究交流を行う。 
 
４．研究成果 
スポーツと多様性に関する議論が国際的に活発となってきている背景には、その理念の重要

性に対する社会的承認の拡がりがあると同時に、グローバル化が著しい社会の中のスポーツの
場面においてさまざまな差別や格差が存在している現実がある。こうした多様性の承認と実現
をめぐるせめぎ合いという状況認識に立って進められた本研究では以下のような成果を得るこ
とができた。 
(1) グローバル化する社会におけるスポーツと多様性（diversity）に関する国内外の研究動向
について、隣接する領域にも視野を拡げつつ検討を行い、その特徴をとらえることができた。
とくに、ヨーロッパにおける社会変容の現状をふまえつつ、その改善への取り組みにおけるス
ポーツの独自の位置と役割について論じた研究の検討から、スポーツを異なる文化的なバック
グラウンドをもつもの同士の対話（intercultural dialogue）を具体化するものとしてとらえ
ていること、また、移民や国際的な労働力移動に伴う貧富の偏差や格差の問題に対する社会統
合の面においてスポーツが果たす役割の可能性を示していることを明らかにすることができた。 
(2)理論的な研究動向の検討を通して、Open Working Group on Sustainable Development 
Goals(2014)において文化の多様性（cultural diversity）に基づくあらゆる差別の排除の理念
が提示され、健康的な生活の確保と福祉（well-being）の促進、生涯学習の質と機会の保障、
ジェンダー平等と女性のエンパワーメント、持続可能な人間的居住空間の構築などが掲げられ
ていることに見られるように、問題関心が重なる他領域の議論との連携の重要性を認識するこ
とができた。 
(3)スポーツと多様性をめぐるスポーツの実態とその特質を探るために実施したフィールド調
査では、本研究のキーワードである多様性、その承認と実現をめぐるせめぎ合いという視点か
ら、地域開発、スポーツ参加、障害、ジェンダー、ナショナリズムなど、研究代表者および研
究分担者のそれぞれの独自性をもって取り組んだ。調査にあたっては、聞き取りのほか、行政
資料や歴史的な資料の収集など多様な方法を用いた。こうした調査を通して、スポーツを媒介
とする地域開発において、開発がもたらすプラス面だけではなく開発弱者ともいえる存在を生
み出す等の問題点も存在していることをとらえるなど、実態の多面的な状況を明らかにするこ
とができた。 
(4)調査においては、スポーツ参加に基づく住民相互のつながりの強化を通した地域社会の活性
化、ボランティアなど担い手としての住民の活動等に見られる日常的な側面における多様性を
表象する事例も対象とし、検討を行った。そこでは、浜松市など、外国人労働者の居住者数の



多い地域における多様性の承認を具現化した共生の実態をとらえることができた。また、共生
の活動の蓄積を元として、オリンピックを契機とした海外との交流を展開するなど、スポーツ
の文化的特性を生かした取り組みが進められていることを明らかにすることができた。 
(5)非日常の側面としては、グローバル化のもとでのスポーツイベントの特質をとらえることの
一環として、オリンピックをはじめとする競技力向上に関する日本、および国際的な動向と特
徴を把握することをねらいとして、専門的知識を有する研究者を招聘し、意見交換を行い、国
家の関与の変遷や多様化する現在の施策の特徴を把握することができた。 
(6)グローバル化のもとで、スポーツの競技力をめぐる国家間競争も熾烈を極めるようになって
きている。そのことも相まってドーピング問題がより顕在化し、社会的にも大きな関心が集ま
ってきている。同時に、ドーピングの認定をめぐって選手側からの不服申し立てという動きも
顕著となり、スポーツをめぐるトラブルがかつてより多様化してきている。その結果、こうし
た事態に対応するスポーツ仲裁が大きな意味を持つに至っているが、この点に関する日本、お
よび国際的な動向と特徴を把握することをねらいとして専門的知識を有する研究者を招聘し、
研究交流を行い、現状の把握とともに、グローバル化する社会の中でのスポーツの最先端の課
題を捉えることができた。 
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